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12月 10日：売り圧力が高まり下落 

VN 指数は火曜日に下落、取引時間中に大型株への売り圧力が高まったことが要因とな

った。 

ホーチミン取引所の VN 指数は 0.60％下落し 960.30 ポイントで取引を終えた。 

出来高は 2 億 4300 万株、売買代金にして 5 兆ドンであった。 

月曜日には 0.26％ほど上昇していた。 

204 銘柄の下落に対し、130 銘柄の上昇となった。 

午前中は上昇を継続していたが、午後に入り売り圧力が高まったことを受けて、指数は

マイナス圏へと下落した。 

ATC セッションで押し目買いが入ったことで指数の下落を和らげた。 

大きく下落した大型株は、マッサングループ（MSN）(-6.4%)、ペトロベトナムガス

(GAS)(-1.9%)、サイゴンビール(SAB)(-1.1%)、ビンホームズ(VHM)(-0.5%)、テクコ

ムバンク(TCB)(-1.8%)、ペトロリメックス(PLX)(-1.2%)、ビンコムリテール（VRE）

(-0.9%)、ベトナム投資開発銀行（BID)(-0.3%)、ベティンバンク(CTG)(-0.5%)、ベ

トジェット航空(VJC)(-0.5%)などであった。 

一方、上昇した銘柄としてバオベトホールディングス(BVH)(+3%)、ベトコムバンク

(VCB)(+0.2%)、ホアファットグループ(HPG)(+0.8%)、ビナミルク(VNM)(+0.1%)、

FPT コーポレーション(FPT)(+0.4%)、フーニュアンジュエリー(PNJ)(+0.7%)などで

あった。 

VN30 指数は 0.77％下落し 873.16 ポイントで取引を終えた。 

セクターごとでは、8 セクターのみが上昇した。保険、IT、小売、ゴム製品などであっ

た。 

一方、17 セクターは下落した。石油ガス、銀行、飲食料品、卸売り、農業、水産加工、

ヘルスケア、不動産、プラスチック化学品などであった。 
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ハノイ取引所の HNX 指数は 0.31％下落し、102.04 ポイントで取引を終えた。 

出来高は 3080 万株で売買代金にして 3886 億ドンであった。 

外国人投資家は 1461 億ドンの売り越し、MSN(688 億ドン)、VHM（586 億ドン）、

FLC グループ（ROS）(400 億ドン)などに売りが集まった。HNX 取引所でも 998 億ド

ンの売り越しだった。 

BIDV 証券によると、マクロ経済に変化が無い限り、指数は 950-960 ポイントで推移す

るだろうとのことだった。 
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